
 

 

 

   

夢中になる 

パンチングボードの穴の中に 1本 1本ストローを刺していくＭくん。 

始めは板の状態でやっていたのですが、厚さがなく、上手く立たせられず、 

やっとできても次をやる頃には倒れて…「できない」と思ったのか、その場から

去ろうとしていました。 

そこで、下に台を置いて高さを出してあげるとまた戻ってきてやり始め・・・ 

「今度はできる！！」と思ったのか、他の子達が外で遊んでいるのにも目も 

くれずに、ひたすらやり続けていました。 

子どもが夢中になって遊べる遊び。ちょっとした配慮で遊び方がぐんと変わって

きています。子どもの姿をよく観察して、夢中になれる遊びをたくさん見つけて

あげたいなと思います。 
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